

第3章　ナイキ商品の強み
　3-1 ランニングシューズ

　1971年、ワッフルの機械からヒントを得てワッフルソールが誕生したのである。考案したのは、ビル・パウワーマンである。最初にワッフルメーカーにラバーを流し込んで焼き固めたのである。当初は様々なアッパーにワッフルソールを付けたものが存在していたのである。
「Oregon Waffle」は、1973年、ナイキの本拠地である地名「オレゴン」と革新的な発明「ワッフル」を組み合わせて誕生したのである。発売当初は赤×白カラーであったが、後にオレゴンカラーである黄×緑に変更されたのである。細く絞られた耐久性のあるワッフルソールを全面に打ち出しているこの靴は、爆発的にヒットしたのである。1974年、ミュンヘンオリンピックで全米を魅了した伝説のランナー、スティーブン・プリフォンテーンが使用した「Waffle Trainer」は、アイボリーナイロンのアッパーにミッドソールとワッフルソールを適用した万能型シューズである。雨や泥、雪でも履けるオールシーズン向けのシューズである。
写真
3-1-1 「エア・マックス」
ランニングシューズはナイキの原点といえる存在である。その中で「マックス」はナイキのトップモデルである。初代「エア・マックス」は空気を初めて外から目で確認することを可能にしたのである。見た目のインパクトと同時に、着地時に膨張するエアを外側に逃すことで、より高い衝撃吸収性と反発性をもたらすという機能も兼ね備えていたのである。
「AIR MAX 1」は、1987年発売の初代エア・マックスである。初めてエアのビジブル化に成功し、ハイテクスニーカーの歴史的一歩を踏み出したモデルである。1995年に発売された「AIR MAX 95」は爆発的ヒットを記録したが、この奇抜なデザインが受け入れられるまでに少し時間がかかったのである。しかし、日本でも「エア・マックス狩り」が社会問題になるほどの人気があったのである。2006年に発売された「AIR MAX 97」はアッパー部とソールの中間にあるミッドソールを廃止し、ソール全体をエアで被ったことで、格段のクッション性を実現させたのである。ミッドソールが無くなったおかげで、シリーズ最軽量を実現できたのである。
写真
　3-2 バスケットボールシューズの流行
　1982年に発売された「AIR FORCE 1」は90年代に入って復刻されてからも人気を誇っているのである。シンプルなデザインが幅広い年齢層から支持を得ているのである。「AIR FORCE 1」はハイカット、ミドルカット、ローカットの3タイプである。初めてエアを組み込んだバスケットボールシューズであったが、現在では、競技用として履いている人は少なく、ストリートファッションのひとつとなっているのである。
写真
　3-2-1 「エア・ジョーダン」
　NBA選手マイケル・ジョーダン使用モデルである。また、ジョーダンのニックネームが「エア」であったことともかけている。NBAやジョーダンの人気、ストリートスタイルの流行、商品が持つ優れた機能性とデザインなど、様々な要因によってバスケットボール選手に限らずヒット商品となったのである。1985年の発売開始以来、シリーズ化され、モデルチェンジを繰り返しながら20年以上にわたって開発・販売が続けられているのである。「AIR JORDAN」は1~23シリーズが存在するのである。1988年に発売された「AIR JORDAN 3」は、AIR JORDAN初のビジブルエアー搭載で話題になったモデルである。有名なジャンプマークもこのシリーズから始まり、3から「スウッシュ」が消えるのである。3を履きジョーダンはNBA得点王となったのである。1992年に発売された「AIR JORDAN 7」はジョーダンがNBA2連覇時に着用していたモデルである。バルセロナオリンピックでもこのⅦのオリンピックバージョンを使用したのである。2008年に発売された「AIR JORDAN 23」はジョーダンの現役時代の背番号と同じ23作目であり、デザインとテクノロジーが見事に融合したモデルである。
写真

　ナイキ商品の強みは、デザイン性の高さからスニーカー界では定評があり、カジュアルファッションにおいて定番アイテムの1つである。各モデルに複数のカラーバリエーションがラインアップされているのも強みになっているのである。デザインだけではなくクッション性に加えて反発力も高めた「ナイキ・ズーム」や、足をしっかりと固定する「ナイキ・フライニット」といった最新のテクノロジーを採用しているからである。プレーヤーたちの意見を取り入れ、プレー中の激しい動きに追従できる機能性も兼ね備えているのである。どのモデルの斬新であり、幅広く支持されているエア・マックスに対し、若い世代にはスケートボードのコミュニティを意識したナイキSBやダンクが人気である。女性には白のエアフォースやエアリフトが似合うのである。最近では、あえて無骨さを強調したダッドスニーカーのエアモナークも存在感があるのである。また、最近ではランニングブームによって、ナイキではランニングシューズにも力を入れているのである。実際にナイキのランニングシューズを履いて走ったランナーが、新記録を打ち出しているほどである。
ナイキといえば、スタイリッシュなデザインが特徴的である。ナイキのロゴマークには、「Swoosh」という名前があり、「勢いよく動く」という意味をもとに作られたのである。シンプルなロゴ1つでありながら、躍動感やスピード感を見事に表現し見た人の脳裏にしっかりと残り、商品のデザインとしてしっかりアピールする存在感を放っているのである。本来シューズは消耗品であり、履き続ければ当然ソールは擦り減り、汚れは染み付き、ボロボロになっていき、せっかくのファッションコーディネートも台無しになってしまうのである。しかし、コーディネートをするにしてもスポーツシューズに合うのはジャージやスウェットになってしまうのである。ナイキは、より多くの人に、多くの場面でナイキのシューズを履いてもらうために、機能性はもちろん前提として、デザインがシンプルなものから派手な凝ったものまで、スポーツシューズの枠を超えてさまざまなファッションに合わせられるようなデザインを取り入れ展開していったのである。メガネを掛けている人がフレームで自分の個性をアピールしたいとフレームにこだわるように、シューズを「第二の服」として足元でも個性をアピールしてもらいたいのである。そんな「シューズを着てもらいたい」という考えのもと、新鋭なデザインが開発されているのである。
ナイキのシューズの人気は先にお話したデザイン性だけではなく、デザインと両立しての高い機能性も魅力の一つである。1つ目は、軽量であるため使用者がシューズ自体の重量で疲労することを抑止するのである。2つ目は、クッション性は抜群で、通常のウォーキングからランニング、スポーツまで、足裏への負担を極力軽減することによる使用者への疲労を軽減するのである。3つ目柔軟性に優れ、万が一の時に使用者の足を怪我より防護するのである。4つ目は、高い反発力を備えており、踏み出した力を衝撃から次の踏み出す力へと変換することにより、より少ない力で歩く・走る事を可能とするのである。これらの機能がナイキのシューズには詰まっているのである。シューズとして当たり前の機能なのかもしれませんが、これらを非常に高い水準で搭載しているのはナイキの技術力なのである。また、4つの項目に共通しているのは、如何に疲労せず長時間着用できるか、不慮の怪我を負わないか、どのようなシーンでも変わらぬ走りを可能とできるのか「使用者のためを考えた機能」である。前述の項目でお話したデザイン性と合わせて、着用する使用者の足元をアピールし、かつ使用者自身の体のこともしっかりと考慮されているところがナイキ商品の強みといえるのである。
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